
この班は、終了後机を出したままで

帰ってしまった．

国旗の掲揚降納は、班・次長不在のため、

3・4番スカウトの出番となった。

隊長所感 班活動の成果がはっきり出た。役割り分担や指示がうまく出来ず、座標読

みにも時聞がかかって出発にもたついてしまった。また時計を携行していないスカウト

が多く、帰着時間をオーバー。時間内にゴールした野牛が減点なく優秀表彰を受けたも

のの、 7.5点とはおそまつな結果であった。（満点＝45点） ただ蹄班はグリンパーぬき

の出席者わずか3名であったが、江本、八木がそれぞれ8点阿原が1点とタイムオーバ

ーしなければ合計 17点を得点したことで、ポイントの設計評価はできる。もしこの鱗

班に班長次長がいたならかなりの成績をあげていたであろう。

全体的に、各自スマートネスな行動に欠ける。先ずは普段から良い姿勢を。

日を改めて、このOLコースのポイントを確認するなら、今後の役に立つと思う。

また、テスト前で休んだスカウト

＼、
鷲 蹴 野牛

は、日曜の半分を棒に振ったのでは

ないか、テスト前でも参加したスカ

ウトは、この日ウォームアップがは

かれて、かえって充実した午後を迎

えられたと思う。勉強は忙しいとき

に、よくはかどるものだ。

第 l回 10日19:30 6日20:00 4日14:00

7 場所 団ルーム 団ルーム 班長宅

月 出席 入矢、西村 松野、北村

西野、西口 中止 吉田、藤岡

玉圧 欠席 山田（無断） 山本

末吉（無断） 山田（？77’） 

集 西村（塾） 北村（テス

ト疲れ）

ムzエ、 第 2回 18日14:00 13日20・00 11日14:00
場所 団ルーム 団ルーム 団ルーム

結 出席 入矢、末吉 山本、八木 松野、吉田

山田、西野 江本、石治 北村（塾勉）

果 西口 西野、阿原 山田、山本

欠席 西村（無断） 月里 藤岡、江本

(t•17lOO見） （クラブ）
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B S隊 19 9 2年度月間プログラム

月 一＼・7 i月 ・ ．． 8 Fヨ .. 

テーマ 何からはじめる？ 森 の 人

訓練目標 救 急、 キャンピング

班（当番0) 鷲 蹴 野牛O 鷲 賊 野牛

各 第1回 10日19:30 6日20:00 4日13:307/24日19:007/28日13:007/26日10:00

班 団ルーム 中止 班長宅 団ルーム 回ルーム ～16:00 

集 第2回 18日14:00 13日20:00 11日14:00 8/7日19:008/5日：l300 8/2. 8, 9日

1ヱLヱ 団ルーム 団ルーム 団ルーム 団ルーム 団ルーム 14:00 

定例試験会 8 日（水） 19: 30～21: 3 0末吉SSL宅 父兄会2日（日）19:30～21:30ハウス

G B集会 1 7日（金）19:30～22:00団ルーム 反省会17日（月）18:00～20:00ハウス

本部会議 1 5日（水）20:00～23:00末吉SSL宅 8/1日（土）20:00～23:00末吉SSL宅

1 9日（日〉 隊キャンプ13日（木）～16日（日）

隊集会 09:00～16:00ハウス長休弁当持ち 京都市左京区静市静原町

救急法実技ゲームと備品整理 いまみやのもり 3泊4日

フ （固 （①＝ 1年目、②＝ 2年目以上） （①＝ 1年目、②＝ 2年目以上）

①簡単な応急手当てが出来る ①キャンピング基本．個人装備整備

ロ 人 ②三角巾の取扱方 ②快適なキャンピング．装備の充実

ゲ 班 搬送 ・運搬法 班備品の点検・補修・手入れ

班キャンプが出来る

フ

隊 救急法実技ゲーム ローインパクトキャンプの研究

ム

進 2 2. (1）応急手当 9. (1）荷作り ・歩行（2）テン ト

級 級 (2）毒蛇 その他全般にほとんど可能

課 1 2. ( 1）応急手当、（2）止血法 9. (1）キャンピング章

目 手及 (3）骨折、（4）担架 その他全般にほとんど可能

特修章3「救護章」 特修章14「キャンピング章」

特修章 特修章4「健康章」 その他の特修章はほとんど可能

技能章 特修章5「安全章J技能章「救急章J
各隊 7/31～8/3 c S隊キャンプ（笠置）
地区

連盟 8/ 3～10日日本ベンチャー（SS3NV)

学校 上旬 中学校定期考査

地域 21日より夏休み

女キャンプ地GB下見7/25（土）09:00集合ハウス11:00解散

大キャンプ地本部下見7/24 （金） 13:30発（八木→伊藤→出口）17:00解散

司
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B S隊隊長事故のため、 1992年度夏季キャンプ選定にあたり、支援の受けやす

い近郊で、お盆休暇中というところに焦点をおいて選定し、 12日の団委員会で承

認された。

場所 京都市左京区静市静原町静原川上流

「静原の里・いまみやの森」管理者学校法人今宮学園 「今宮幼稚園j

今宮神社キャンプ場管理委員会管理長京都第71団団委員長堀内益夫氏

期間平成4年8月 13日（木）～ 8月 16日（目） 3泊4日

解説 写真の通り、清流がそばをながれ、杉の木立の中という一見良さそうに見

えるが、サイトとしては広くは取れないし、切り株や石コロが多~＼ o また目

が差しにい。食堂フライは、川べりに取らなくてはならないかもしれない。

その他の欠点、となるところは、道路が対岸を通っており、先は行きどまりで

はあるが、結構、通行する車は多い（夜間でも）。

しかし、今回の事情を考えると、どうにか3サイトが取れるここは採用に

値すると思う。ハイキングのコースも多く取れる可能性も高い．

そのほか 16日は日曜日であるため、夕方は道路が渋滞することも予定し

ておく必要がある。 15:00＇こは脱出完了を ．

お盆休暇中であるので、父兄、 OBその他の協力に期待する。

1 3日（木） 1 4日（金） 1 5日（士） 1 6日（日） 11 7日（月）

開村式 活動② 活動⑤ 活動⑦ ｜備品収納

設営 撤営

活動① 活動③ 活動⑥ 閉村式

帰路 ｜反省会

活動④ 大営火

井輝信ASSL

中村三之助

②①の川向こうに見える看板の前。

宅入＇f，~ア~＂＂寄る／＇，＂

③中の広場（直径約5m) ④サイトは切り株と石が多い。

B S 隊 6 月隊集会結果

日 1992年6年28日（日） 晴れ スカウト参加者 13名（出席率65お）13/20
時 09:00～12: 0 5 気温27℃ スカウト不参加7名山本亮太、西野誠人
場所 集合ハウス長休広場 石治一貴（以上テスト前）、山田兄弟（法事
内容 市内オリエンテーリング 月里達也、吉田普厚（以上日曜参観）
ねらい 読図・座標読み．地図記号と現地照合確認、実際との違いがあることも理解

古菊スカウトの紹介（松野真太郎君） 特修章 「DC章J授与（入矢次郎君）
古隊集会講評鷲0.5点賊ー1点野牛7.5点 末吉央伯SS L 
立優秀班表彰野牛班 本部 伊藤上級班長
古ハイキング・アワード紹介とカード配布 出席 出口隊付
古 12:05解散 徳間隊付

欠席 八木隊付（昇段試験）... 

座標読みに手間取っているのかな？
主姐聞 II'－哨ぷ

- l 
t'..11 
/> 

班員との手分けはうまく出来たかな？
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日 1992年7年 19日（日） 晴れ スカウト参加者 12名（出席率60児）12/20

日寺 09:00～16:35 気温35°C スカウト不参加8名人矢次郎、山本平、

場所 集合ハウス長休広場 （以上模擬テスト）、石治一貴、江本兄弟（

内容 午前「救急実技」午後「備品整理」 以上クラブ）、吉田、阿原（忌51)西村（無断

ねらい 救急法の実技の実際について、班活動で修得した成果を競う

.L-.、
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由主言十

日寺 間 内 容 ti:! 当 準備品

09:10 集合ハウス広場 隊費・進歩記録帳を預かる 八木隊付

09:15 セレモニー 司会食 八木隊付 国旗をセット

女国旗掲揚・（脱帽）礼拝 当番班（野牛

ソング「光の路」 八木隊付

カ隊長の言葉

09:25 本日のプログラム説明 指示カー ド

09:50 競技開始

11: 00 実技体験「呼気蘇生法」

11: 3 5 昼食「班集会」

13:00 備品点検、整備一一一竹きり組にわかれる 点検表ーのこぎり

15: 3 0 休憩「缶ジュース配給」 1. 19 2円

16:15 閉会セレモニー

古隊集会講評 隊長

16:20 竹きり組到着

女優秀班表彰 隊長 優秀綬

優秀班へ弥栄 八木隊付

まとめ・ 8月の案内（隊キャンプ） 隊長

下坂 BS隊隊長の話

ソング「そなえよつねに」 出口隊付

16:35 古田旗降納・（脱帽）礼拝 当番班（野牛

16:40 解散

17:30 竹材の荷下ろし完了
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備品整理のみ参加＝入矢次郎

本部 末吉央伯SS L 

出席 八木隊付

出口隊付

欠席 伊藤上級班長

日 1992年7年 19日（日〉 本部 末吉央伯SS L 

日寺 09:00～16:00 出席 八木隊付

場所 ハウス長休 出口隊付

内容 「救急実技J 欠席 伊藤上級班長

ねらい 救急法の実技の実際について、班活動で修得した成果を競う

時 間 内 ~子6手 担 当 準備品

09:00fu 集合ハウス広場 隊費・進歩記録帳を預かる 八木隊付

09:051【 セレモニー 司会食 八木隊付 国旗をセ y 卜

古田旗掲揚・（脱111富）礼拝 当番班（里宇牛

ソング「光の路J 出口隊付

、沖 大隊長の言葉

09:15且了 本日のプログラム説明 指示カード

09:25 班集会

10:00 競技開始

11: 00 閉会セレモニー
． 

立隊集会講評 隊長

女優秀班表彰 隊長 優秀綬

優秀班へ弥栄 八木隊付

まとめ・ 8月の案内（隊キャンプ） 隊長

ソング「そなえよつねにJ 出口隊付

11:30 班集会昼食

12:30 班長会議 清掃活動「草引きJ

13:00 備品点検、整備一一竹きり組にわかれる 点検表ーのこぎり

15:30 後片づけ

15: 5 0 立国旗降納・（脱帽）礼拝 当番班（里子牛

16:00 解散


